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2020 年 2 月 25 日 

 

株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループ 

株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 

株式会社三菱 UFJ イノベーション・パートナーズ 

K r u n g s r i  F i n n o v a t e  C o . ,  L t d . 

 

Grab 社との資本・業務提携について 

 

株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループ（代表執行役社長 三毛
み け

 兼承
かねつぐ

、以下 MUFG）の   

連結子会社である株式会社三菱 UFJ 銀行（取締役頭取執行役員 三毛
み け

 兼承
かねつぐ

、以下 当行）は本日、

東南アジアにおけるスーパーアプリ事業者大手 Grab Holdings Inc.（以下 Grab 社）と戦略的提携契約

を締結し、資本・業務提携（以下 本提携）いたしました。本提携に伴い、当行は、株式会社三菱

UFJ イノベーション・パートナーズ（代表取締役 鈴木
す ず き

 伸
のぶ

武
たけ

）[1]および Krungsri Finnovate Co., Ltd.

（取締役会長 Thakorn Piyapan）[2]と共に、Grab 社へ MUFG 全体で最大 706 百万米ドル（1 米ドル     

あたり 110.91 円で換算した場合、約 783 億円）の出資を予定しています。今後、当行と、MUFG の

東南アジアにおけるパートナーバンク（以下 PB）である、タイ王国の Bank of Ayudhya Public 

Company Limited、インドネシア共和国の PT Bank Danamon Indonesia, Tbk.、フィリピン共和国   

の Security Bank Corporation およびベトナム社会主義共和国の Vietnam Joint Stock Commercial Bank 

for Industry and Trade [3]は、Grab 社と共に東南アジアのお客さまへの新たな金融サービスの提供を  

目指し、協働を進めてまいります。 

 

1. 本提携の背景・目的 
 ICT 技術[4]の普及によるデジタライゼーションの進展により、人々の日常生活が大きく変容する中、

金融分野においても従来の伝統的な金融機関のビジネスモデルとは異なるモデルが誕生しており 

ます。特に、東南アジアを含めた新興国では変化のスピードが速く、生活に密着した利便性の高い

サービスを提供する「プラットフォーマー」がデータと AI 技術を活用して新たな金融サービスを 

提供する潮流が加速しております。 

Grab 社は、東南アジアで配車、フードデリバリーやデジタル決済などの利便性の高い日常的な   

デジタルサービスを提供しており、数千万人のアクティブユーザーや数百万人のドライバーと  

の接点を有しています。同社はスマートフォンアプリ上で収集した、ドライバー、加盟店および  

ユーザーのあらゆるデータを、先進的な AI 技術を活用して分析することで、より利用者に寄り添っ

た新たな金融サービスの提供を開始しております。 

MUFG は PB への戦略的出資を通じて、東南アジアにおけるビジネスプラットフォームを構築、

同地域の事業を強化しており、PB とのシナジーの深化および同地域における事業の更なる拡大を 

図るべく、本提携に至りました。 

 

2. 戦略的意義 

 MUFG の強みである金融知見・ノウハウ（金融商品開発力、信用力およびリスク管理力など）に、

Grab 社が有する先進的テクノロジーやデータ活用ノウハウを掛け合わせることで、Grab 社のサー 

ビスを利用するユーザーやドライバーなどへ向けて新たな次世代金融サービスの提供を目指します。

更には、本提携を通じた東南アジアにおける取組・経験を活かし、本邦を含めた MUFG のビジネス   

モデルの進化、次世代デジタル金融サービスの実現に向けた取組の加速にもつなげてまいります。
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今回、MUFG は Grab 社との戦略的パートナーシップを構築することを通じ、Grab 社の“First Choice 

Bank”として強固な関係性を築いてまいります。 

MUFG は、持続可能な社会の実現を目指し、SDGs を踏まえる形で、優先的に取り組むべき 7 つ

の環境・社会課題を特定し、それぞれの課題を金融ビジネスで解決する取り組みを進めております。

今後、MUFG が Grab 社と共同で展開する金融サービスは、金融包摂やイノベーションの促進、   

新たな雇用の創出など、地域社会の持続的な発展に大きく貢献するものであり、パートナーである

Grab 社と理念を共有し、グローバルベースでの社会課題の解決に取り組みます。 

MUFG は本提携を通して、グローバルに信頼・信用され、イノベーションを象徴する存在を目指

してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. Grab 社の概要 
Grab 社は、東南アジアにおいて、消費者の日常生活に関わるサービスをスマートフォンアプリ上

で提供するスーパーアプリ事業者大手です。Grab アプリは 1 億 8 千 5 百万台以上のモバイル端末へ

ダウンロードされており、ユーザーに対して 9 百万を超えるドライバー、加盟店などへのアクセス

を提供しています。Grab 社は配車プラットフォームに加え、フードデリバリー、パッケージ宅配、

デジタル決済などの金融サービスを東南アジアの 339 都市にて提供しております。詳細な情報に  

ついては Grab 社の HP をご参照ください（https://www.grab.com/）。 

 
[1] 株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループのコーポレートベンチャーキャピタルかつ連結子会社  

[2] 株式会社三菱 UFJ 銀行の連結子会社であるタイ王国の大手商業銀行 Bank of Ayudhya Public Company Limited の 

コーポレートベンチャーキャピタルかつ子会社 

[3] 株式会社三菱UFJ銀行の連結子会社であるタイ王国の大手商業銀行Bank of Ayudhya Public Company Limitedおよび

インドネシア共和国の大手商業銀行 PT Bank Danamon Indonesia, Tbk.、持分法適用関連会社であるフィリピン  

共和国の地場主要商業銀行 Security Bank Corporation およびベトナム社会主義共和国の大手国営銀行 Vietnam Joint 

Stock Commercial Bank for Industry and Trade 

 [4] 情報通信技術（Information and Communications Technology） 

以 上 


